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守ま
も

り
、
支さ

さ

え
る
技ぎ

術じ
ゅ
つ

Sエ
ス
デ
ィ
ーD
-0ゼ

ロ
ス
リ
ー3

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

大
おお
阪
さか
府
ふ
・大
おお
阪
さか
市
し
と連

れん
携
けい
し、2025年

ねん
大
おお
阪
さか
・関

かん

西
さい
万
ばん
博
ぱく
の開
かい
催
さい
時
じ
の実
じつ
用
よう
化
か
をめざしています

SD-03の技
ぎ

術
じゅつ

エスディー ゼロスリー

S
スカイ

kyD
ドライブ

rive

滑
か っ

走
そ う

路
ろ

なしで垂
す い

直
ちょく

に離
り

着
ちゃく

陸
り く

できる S
エスディー
D-0

ゼロスリー
3は本

ほん
体
たい
の前

ぜん
後
ご
左
さ
右
ゆう
４カ所

しょ
に、2基

き

で対
つい
の二

に
重
じゅう
反
はん
転
てん
プロペラを装

そう
備
び
しています。

このプロペラの推
すい
進
しん
力
りょく
でその場

ば
からまっすぐ

上
じょう
昇
しょう
・下

か
降
こう
できる「垂

すい
直
ちょく
離
り
着
ちゃく
陸
りく
」の技

ぎ
術
じゅつ
が用
もち

いられています。このおかげで、飛
ひ
行
こう
機
き
のよ

うな滑
かっ
走
そう
路
ろ
もいらず、家

いえ
の庭
にわ
や駐

ちゅう
車
しゃ
場
じょう
などか

ら飛
と
んで行

い
くことができます。

S
エスディー
D-0

ゼロスリー
3は時

じ
速
そく

40～50㎞で、
５～10分

ぷん
ほど

空
そら
を飛

と
び続
つづ
ける

ことができます

ⒸSkyDrive

寸
すん
法
ぽう

全
ぜん
長
ちょう
400×高

たか
さ200㎝

重
おも
さ 約

やく
400㎏

未未
みみ
来来
らいらい
の「の「空空

そらそら
飛飛
とと
ぶクルマ」ぶクルマ」

SS
エスディーエスディー
DD--00

ゼロスリーゼロスリー
33をを動動

どうどう
画画
がが
でで見見

みみ
ようよう

※QRコードの使い方は３ページを見てください

S
エスディー

D-0
ゼロスリー

3
S
エスディー
D-0

ゼロスリー
3は、2014年

ねん
に開
かい
発
はつ
が始
はじ
まった「空

そら
飛
と
ぶ

クルマ」の４世
せ
代
だい
目
め
の機

き
体
たい
です。コンパクトで軽

かる

いボディを持
も
ち、８基

き
のプロペラで垂

すい
直
ちょく
に離

り
着
ちゃく
陸
りく
。

電
でん
力
りょく
を用
もち
いることで音

おと
も静
しず
かです。将

しょう
来
らい
は自

じ
動
どう
運
うん

転
てん
で陸
りく
と空
そら
を自

じ
由
ゆう
に移

い
動
どう
できるようになります。

S
エスディー
D-0

ゼロスリー
3はボディにカーボンやアルミなど

軽
かる
い素

そ
材
ざい
を使

つか
い、前

ぜん
後
ご
左
さ
右
ゆう
に装

そう
備
び
された2基

き

ずつのプロペラを、それぞれ反
はん
対
たい
回
まわ
りに回

かい
転
てん

させて強
きょう
力
りょく
な推
すい
進
しん
力
りょく
を発
はっ
揮
き
しています。プロ

ペラの回
かい
転
てん
数
すう
を調

ちょう
節
せい
し、水

すい
平
へい
を保
たも
つ自

じ
動
どう
制
せい
御
ぎょ

技
ぎ
術
じゅつ
によって、人

ひと
を乗

の
せて安

あん
全
ぜん
に飛

ひ
行
こう
できま

す。2020年
ねん
には約

やく
４分

ふん
間
かん
の有

ゆう
人
じん
飛
ひ
行
こう
実
じっ
験
けん
に

成
せい
功
こう
しました。

人
ひと

を乗
の

せて安
あん

全
ぜん

に空
そら

を飛
と

ぶ

S
エスディー
D-0

ゼロスリー
3の開

かい
発
はつ
元
もと
S
スカイ
kyD

ドラ イ ブ
riveの「空

そら
飛
と
ぶクル

マ」は、近
ちか
い将

しょう
来
らい
には操

そう
縦
じゅう
者
しゃ
のいない自

じ
動
どう
飛
ひ
行
こう

が可
か
能
のう
になる予

よ
定
てい
です。2025年

ねん
、大
おお
阪
さか
・関
かん
西
さい

万
ばん
博
ぱく
の開
かい
催
さい
される大

おお
阪
さか
府
ふ
での実

じつ
用
よう
化
か
をめざして

開
かい
発
はつ
が進
しん
行
こう
中
ちゅう
です。ある時

とき
はタイヤで道

どう
路
ろ
を走
はし

り、ある時
とき
はプロペラで飛

ひ
行
こう
する「空

そら
飛
と
ぶクル

マ」として、エアタクシーや観
かん
光
こう
用
よう
、救

きゅう
命
めい
救
きゅう
急
きゅう

用
よう
に活
かつ
躍
やく
することが期

き
待
たい
されます。

進
しん

化
か

する「空
そら

飛
と

ぶクルマ」

タッチパネル式
しき
で簡
かん
単
たん
に操
そう
縦
じゅう
ができる

操
そう
縦
じゅう
席
せき
（2030年

ねん
頃
ごろ
に完
かん
成
せい
予
よ
定
てい
）

自
じ
動
どう
運
うん
転
てん
で空
そら
を飛

と
ぶ、

進
しん
化
か
モデルS

エスディー
D- X

エックス　エックス
X の

想
そう
像
ぞう
図
ず

S
エスディー
D - 0

ゼロスリー
3 は、 S

エスディー
D - 0

ゼロ
0
ゼロ
、

S
エスディー
D-0

ゼロ
1
ワン
（右

みぎ
上
うえ
）、S

エスディー
D-0

ゼロ
2
ツー

（右
みぎ
下
した
）に続

つづ
く4世

せ
代
だい
目
め

将
しょう
来
らい
的
てき
には道

どう
路
ろ
を走
はし
り、

空
そら
も飛

と
べることを構

こう
想
そう

しています

近
ちか
い将

しょう
来
らい
は

操
そう
縦
じゅう
者
しゃ
なしで

自
じ

動
どう

飛
ひ

行
こう

も

すぐれた
自
じ
動
どう
制
せい
御
ぎょ
技
ぎ
術
じゅつ
で

垂
すい

直
ちょく

に離
り

着
ちゃく

陸
りく

し
安
あん

全
ぜん

に飛
ひ

行
こう

モータープロペラ

操
そう
縦
じゅう
席
せき
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守ま
も

り
、
支さ

さ

え
る
技ぎ

術じ
ゅ
つ

Dダ

イ

ブ

ive
Uユ

ニ

ッ

ト

n
i
t
3さ

ん
び
ゃ
く

0
0
の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

DiveUnit300
の技

ぎ

術
じゅつ

ダイブユニットさんびゃく

F
フ ル デ プ ス

ullDepth

超
ちょう

音
お ん

波
ぱ

ソナーで視
し

界
か い

の悪
わ る

い水
す い

中
ちゅう

も見
み

通
と お

す 水
みず
の中
なか
は光

ひかり
が届
とど
きにくく、泥

どろ
や砂
すな
などの

にごりがあれば、見
み
通
とお
しがききません。水

すい

中
ちゅう
ドローンD

ダイブユニット
iveUnit3

さんびゃく
00は、超

ちょう
音
おん
波
ぱ
を発

はっ

射
しゃ
し、反

はん
射
しゃ
して戻

もど
ってくるまでの時

じ
間
かん
から、

目
もく
的
てき
となる物

もの
との距

きょ
離
り
や状

じょう
態
たい
をつかむマル

チビームソナーの技
ぎ
術
じゅつ
を使
つか
い、視

し
界
かい
の悪
わる
い

水
すい
中
ちゅう
でも安

あん
全
ぜん
・正
せい
確
かく
に作

さ
業
ぎょう
できます。

超
ちょう
音
おん
波
ぱ
の反
はん
射
しゃ
で

目
もく
的
てき
物
ぶつ
を立
りっ
体
たい
的
てき

にとらえる、マ
ルチビームソナ
ーの映

えい
像
ぞう
。白
しろ
く

映
うつ
るのは漁

ぎょ
礁
しょう
ブ

ロック

光
ひかり
ケーブル

パソコン

本
ほん
体
たい

U
ユーエスビーエル
SBLビーコン

セントラルユニット
（通
つう
信
しん
機
き
能
のう
）

本
ほん
体
たい

ⒸFullDepth

寸
すん
法
ぽう

幅
はば
41×奥

おく
行
ゆ
き63.9㎝

重
おも
さ 約

やく
28㎏（バッテリー含

ふく
む）

※QRコードの使い方は３ページを見てください

D
ダ イ ブ

iveU
ユ ニ ッ ト

nit3
さんびゃく

00
産
さん
業
ぎょう
用
よう
水
すい
中
ちゅう
ドローンのD

ダイブユニット
iveUnit3

さんびゃく
00は、コン

パクトなボディで最
さい
大
だい
300ｍの深

ふか
さまで潜

せん
水
すい
しま

す。カメラやソナーによって海
かい
底
てい
や湖

こ
底
てい
などの地

ち

形
けい
を測
そく
量
りょう
したり画

が
像
ぞう
に表

あらわ
したりし、豊

ほう
富
ふ
なアタッ

チメント（付
ふ
属
ぞく
装
そう
置
ち
）でいろいろな作

さ
業
ぎょう
を行

おこな
えます。

D
ダイブユニット
iveUnit3

さんびゃく
00は、音

おん
響
きょう
ビー

ムの反
はん
射
しゃ
で海
かい
底
てい
など水

すい
中
ちゅう
の地

ち
形
けい

や目
もく
的
てき
とする物

もの
を映
うつ
し出

だ
すマル

チビームソナーと、フルハイビ
ジョンのカメラ、高

こう
照
しょう
度
ど
のライ

トを使
つか
い、水

みず
の中
なか
の様
よう
子
す
を鮮
せん
明
めい

に映
うつ
し出

だ
します。ゲーム機

き
のコ

ントローラー（下
した
）を使

つか
うので、

操
そう
作
さ
はとても簡

かん
単
たん
です。

深
ふか

い水
すい

中
ちゅう

もくっきり

水
すい
中
ちゅう
は深
ふか
く潜
もぐ
るほど水

すい
圧
あつ
がかかり、海

うみ
に

は速
はや
い流
なが
れもあるため、人

にん
間
げん
が作

さ
業
ぎょう
するの

は大
たい
変
へん
です。D

ダイブユニット
iveUnit3

さんびゃく
00は水

すい
深
しん
300m

まで潜
せん
水
すい
でき、7つのプロペラで動

うご
きます。

海
かい
中
ちゅう
を探
たん
査
さ
して生

い
きものを捕

とら
えたり、養

よう
殖
しょく

場
じょう
の魚

さかな
を管
かん
理
り
したり、ダムのひび割

わ
れ検
けん
査
さ

をしたり、さまざまな場
ば
面
めん
で活
かつ
躍
やく
します。

水
すい

中
ちゅう

の仕
し

事
ごと

はおまかせ

超
ちょう
音
おん
波
ぱ
による

ソナーの技
ぎ
術
じゅつ
で

悪
あく

条
じょう

件
けん

の中
なか

でも
調
ちょう

査
さ

ができる

潮潮
ちょうちょう
流流
りゅうりゅう
のの影影

えいえい
響響
きょうきょう
をを

受受
うう
けにくいけにくい
極極
ごくごく
細細
ぼそぼそ
ケーブルでケーブルで

船船
せんせん
上上
じょうじょう
とと通通

つうつう
信信
しんしん

フルハイビジョンフルハイビジョン
高高
こうこう
精精
せいせい
細細
さいさい
カメラカメラ

最最
さいさい
大大
だいだい
潜潜
せんせん
水水
すいすい

深深
しんしん
度度
どど
300ｍ300ｍ

高高
こうこう
照照
しょうしょう
度度
どど
ライトライト

ワンタッチでワンタッチで
交交
こうこう
換換
かんかん
できるできる

バッテリー　バッテリー　

この装
そう
置
ち
は船
ふね
から水

すい
中
ちゅう
に吊

つ
り下

さ
げたビーコンが

発
はっ
信
しん
する音

おん
響
きょう
信
しん
号
ごう
を利

り
用
よう
して位

い
置
ち
を測
そく
定
てい
します。

これによって、D
ダイブユニット
iveUnit3

さんびゃく
00が作

さ
業
ぎょう
する位

い
置
ち

を正
せい
確
かく
に決

き
めることができます

U
ユー
S
エス
B
ビー
L
エル
音
おん
響
きょう
測
そく
位
い
装
そう
置
ち

ダムや護
ご
岸
がん
の建
けん
設
せつ
現
げん
場
ば
、

漁
ぎょ
礁
しょう
や養
よう
殖
しょく
場
じょう
で活
かつ
躍
やく

にごった場
ば
所
しょ
でもくっきりと

カメラでとらえた映
えい
像
ぞう
は、映

えい
像
ぞう
鮮
せん

明
めい
化
か
装
そう
置
ち
の技

ぎ
術
じゅつ
でくっきりと見

み
る

ことができます

レーザー照
しょう
射
しゃ
で測

そく
量
りょう
（左

ひだり
）、またグリッパーで物

もの
がつかめます（右

みぎ
）

水
すい
中
ちゅう
探
たん
査
さ
の

機
き
能
のう
を備

そな
えて

人
ひと

が潜
もぐ

れない場
ば

所
しょ

での
水
すい

中
ちゅう

作
さ

業
ぎょう

が可
か

能
のう

動動
どうどう
画画
がが
でで体体
たいたい
験験
けんけん
しようしよう

DD
ダイブユ ニ ッ トダ イ ブ ユ ニ ッ ト
iveUnitiveUnit33

さんびゃくさんびゃく
0000とと水水

すい　ちゅうすい　ちゅう
中中へへ

robot-2_P16-17_DiveUnit300_nyuko.indd   すべてのページrobot-2_P16-17_DiveUnit300_nyuko.indd   すべてのページ 2022/02/21   14:032022/02/21   14:03



22 23

守ま
も

り
、
支さ

さ

え
る
技ぎ

術じ
ゅ
つ

櫻さ
く
ら

壱い
ち

號ご
う

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ櫻壱號の技

ぎ

術
じゅつ

さくらいちごう

f
フューロ

uRo

3
スリー

D
ディー

スキャナーで被
ひ

害
が い

状
じょう

況
きょう

を探
た ん

査
さ

地
じ
震
しん
で建
たて
物
もの
が崩
くず
れ、がれきが積

つ
み重
かさ
なる

ような災
さい
害
がい
現
げん
場
ば
は、人

ひと
が立

た
ち入

い
るには危

き
険
けん

な場
ば
所
しょ
です。櫻

さくら
壱
いち
號
ごう
は3

スリー
D
ディー
スキャナーの技

ぎ

術
じゅつ
を使
つか
って人

ひと
の代

か
わりに周

しゅう
囲
い
の状

じょう
況
きょう
を把

は
握
あく

します。上
じょう
下
げ
に自

じ
由
ゆう
に角
かく
度
ど
を変

か
える４つの

サブクローラーで厳
きび
しい環

かん
境
きょう
を乗

の
り越

こ
え、

現
げん
場
ば
の奥
おく
深
ふか
く進
すす
んで行

い
きます。

段
だん
差
さ
のある場

ば
所
しょ

でも、４つのサ
ブクローラーを
力
ちから
強
づよ
く動

うご
かして

進
すす
みます

線
せん
量
りょう
計
けい

サブクローラー

俯
ふ
瞰
かん
カメラ

後
こう
方
ほう
カメラ

L
エル
E
イー
D
ディー
照
しょう
明
めい

Ⓒ千葉工業大学未来ロボット技術研究センター（fuRo）

寸
すん
法
ぽう

全
ぜん
長
ちょう
50×高

たか
さ22㎝

重
おも
さ 32㎏

階階
かいかい
段段
だんだん
もも力力

ちからちから
強強
づよづよ
くく上上
のぼのぼ
るる

櫻櫻
さくらさくら
壱壱
いちいち
號號
ごうごう
をを動動
どうどう
画画
がが
でで見見

みみ
ようよう

※QRコードの使い方は３ページを見てください

櫻
さくら

壱
いち

號
ごう

災
さい
害
がい
対
たい
策
さく
ロボット「櫻

さくら
壱
いち
號
ごう
」は、電

でん
波
ぱ
の届
とど
かな

い場
ば
所
しょ
も有

ゆう
線
せん
操
そう
作
さ
で探

たん
査
さ
に入

はい
り、カメラ撮

さつ
影
えい
や

3
スリー
D
ディー
スキャナーによって立

りっ
体
たい
地
ち
図
ず
を作

さく
成
せい
します。

独
どく
立
りつ
した４つのサブクローラーやスイッチバック

など多
た
彩
さい
な移

い
動
どう
手
しゅ
段
だん
を備
そな
えています。

櫻
さくら
壱
いち
號
ごう
は進
すす
む方
ほう
向
こう
を一
いっ
瞬
しゅん
で切

き

り替
か
えるスイッチバックが可

か
能
のう

で、狭
せま
い場

ば
所
しょ
でも前

ぜん
進
しん
・後
こう
退
たい
が

思
おも
いのまま。４つのサブクロー
ラーで縦

じゅう
横
おう
無
む
尽
じん
に動
うご
き回
まわ
ります。

電
でん
波
ぱ
が届
とど
かない場

ば
所
しょ
での操

そう
作
さ
に

はケーブルを使
つか
いますが、A

エー
I

アイ

を使
つか
った巻

ま
き取

と
り機

き
で常
つね
に長
なが
さ

を調
ちょう
節
せつ
し、からまったり切

き
れた

りすることもありません。

A
エー

I
アイ

でケーブル調
ちょう

節
せつ

前
ぜん
方
ぽう
カメラ

3
スリー
D
ディー
スキャナー

ケーブル
巻
ま
き取

と
り機

き

メインクローラー

狭
せま
い場

ば
所
しょ
でも、一

いっ
瞬
しゅん
で前

ぜん
後
ご
を

入
い
れ替

か
えてスムーズに移

い
動
どう
。

カメラの映
えい
像
ぞう
も切

き
り替

か
わるた

め、操
そう
縦
じゅう
者
しゃ
はとまどいません

前
ぜん
進
しん
・後
こう
退
たい
走
そう
行
こう
モード

地
じ
震
しん
で崩
くず
れかかった宇

う
土
と
市
し

役
やく
所
しょ
（下
した
左
ひだり
）。内

ない
部
ぶ
で櫻

さくら
壱
いち
號
ごう

が撮
と
ったカメラ映

えい
像
ぞう
（下

した

右
みぎ
）と3

スリー
D
ディー
地
ち
図
ず
（上
うえ
と右
みぎ
）

操
そう
作
さ
はコントローラー

で簡
かん
単
たん

後
こう
方
ほう
の画

が
面
めん

前
ぜん
方
ぽう
の画

が
面
めん

櫻
さくら
壱
いち
號
ごう
の技

ぎ
術
じゅつ
は、2011年

ねん
の東

ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
で被

ひ
災
さい

した福
ふく
島
しま
第
だい
一
いち
原
げん
子
し
力
りょく
発
はつ
電
でん
所
しょ
内
ない
部
ぶ
に入
はい
って撮

さつ
影
えい
を行

おこな
っ

た、Q
ク イ ン ス
uince１号

ごう
～３号

ごう
を受

う
け継

つ
ぎ改

かい
良
りょう
したもので

す。2016年
ねん
の熊

くま
本
もと
地
じ
震
しん
では宇

う
土
と
市
し
役
やく
所
しょ
内
ない
を調

ちょう
査
さ
。

レーザーセンサーを使
つか
った3

スリー
D
ディー
スキャナーで建

たて
物
もの
の

被
ひ
害
がい
箇
か
所
しょ
の立
りっ
体
たい
地
ち
図
ず
を作
つく
り、復

ふっ
旧
きゅう
に役
やく
立
だ
ちました。

数
かず

多
おお

くの災
さい

害
がい

現
げん

場
ば

で活
かつ

躍
やく

Q
ク イ ン ス
uinceが被

ひ
災
さい
後
ご

の福
ふく
島
しま
第
だい
一
いち
原
げん
発
ぱつ
の

建
たて
屋
や
内
ない
部
ぶ
をカメラ

で撮
さつ
影
えい
した画

が
像
ぞう

福
ふく
島
しま
第
だい
一
いち
原
げん
発
ぱつ

の内
ない
部
ぶ
を撮
さつ
影
えい

したQ
ク イ ン ス
uince3

スリー
D
ディー
スキャナーで

立
りっ

体
たい

的
てき

に見
み

て
情
じょう

報
ほう

収
しゅう

集
しゅう

自
じ
動
どう
巻
ま
き取

と
り

機
き
能
のう
で

ケーブルが
からまない
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守ま
も

り
、
支さ

さ

え
る
技ぎ

術じ
ゅ
つ

Aア

ト

ウ

ン

T
O
U
N 

Mモ

デ

ル

O
D
E
L 

Yワ
イ

+プ
ラ
ス

kコ

テ

o
te
の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

ATOUN MODEL Yの技ぎ 術じ ゅ つ

アトウン モデル ワイ プラス コテ

A
ア ト ウ ン

TOUN

体
か ら だ

の動
う ご

きに合
あ

わせてパワーアシスト A
ア ト ウ ン
TOUN M

モ デ ル
ODEL Y

ワイ
+

プラス
k
コ テ
oteの腰

こし
と指

ゆび
先
さき

の装
そう

着
ちゃく

部
ぶ

には、動
うご

きに反
はん

応
のう

するセンサーが
組
く

み込
こ

まれています。このセンサーが重
おも

い
荷
に

物
もつ

を持
も

とうとする体
からだ

の動
うご

きを読
よ

みとり、
腰
こし

と肩
かた

の左
さ

右
ゆう

にあるモーターを動
うご

かして持
も

ち上
あ

げる力
ちから

をアシストします。これによっ
て、腰

こし
や腕

うで
にかかる負

ふ
担
たん

が軽
かる

くなります。

リュックを背
せ

負
お

うように肩
かた

へか
け、腰

こし
、ふとも

も、肩
かた

、腕
うで

のベ
ルトで固

こ
定
てい

し、
指
ゆび

先
さき

にはセンサ
ーをはめます  

ⒸATOUN

寸
すん
法
ぽう

幅
はば

48.4×高
たか

さ90㎝

重
おも
さ 5.8㎏（バッテリー含

ふく
む）

AA
ア ト ウ ンア ト ウ ン
TOUNTOUN  MM

モ デ ルモ デ ル
ODELODEL  YY

ワイワイ
++

プラスプラス
kk
コ テコ テ
oteoteでで

作作
ささ

業業
ぎょうぎょう

中中
ちゅうちゅう

のの 動動
どうどう

画画
がが

をを 見見
みみ

よ うよ う

※QRコードの使い方は３ページを見てください

A
ア ト ウ ン

TOUN M
モ デ ル

ODEL Y
ワ イ

+
プラス

k
コ テ

ote
着
き

るだけで力
ちから

持
も

ちになれる装
そう

着
ちゃく

型
がた

ロボットA
ア ト ウ ン
TOUN 

M
モ デ ル
ODEL Y

ワイ
+

プラス
k
コ テ
oteは、腰

こし
と指

ゆび
先
さき

のセンサーで体
からだ

の動
うご

き
を読

よ
みとり、腰

こし
と肩

かた
のモーターの力

ちから
で物

もの
を持

も
ち上

あ
げる

力
ちから

をアシストします。重
おも

い物
もの

を楽
らく

に運
はこ

べるので、土
ど

木
ぼく

・建
けん

築
ちく

、物
ぶつ

流
りゅう

などの現
げん

場
ば

で活
かつ

躍
やく

しています。

A
ア ト ウ ン
TOUN M

モ デ ル
ODEL Y

ワイ
+

プラス
k
コ テ
oteは、

センサーが感
かん

知
ち

した体
からだ

の動
うご

きに合
あ

わ
せてモーターを動

うご
かすことで、腰

こし
や

腕
うで

にかかる力
ちから

を助
たす

ける機
き

械
かい

です。
A
ア ト ウ ン
TOUN M

モ デ ル
ODEL Y

ワイ
は腰

こし
と肩

かた
、ふと

ももにベルトで固
こ

定
てい

し、モーターが
回
かい

転
てん

することで、腰
こし

の負
ふ

担
たん

を軽
かる

くし
ます。+

プラス
k
コ テ
oteは、肩

かた
と手

て
首
くび

を結
むす

ぶ
ケーブルをモーターで巻

ま
き上

あ
げ、腕

うで

の力
ちから

をアシストします。これらのお
かげで腰

こし
は最

さい
大
だい

10㎏、両
りょう

腕
うで

で最
さい

大
だい

12㎏の力
ちから

がサポートされます。コ
ンピューターの働

はたら
きでまっすぐ立

た
っ

た時
とき

の姿
し

勢
せい

も判
はん

断
だん

するので、物
もの

を持
も

ち上
あ

げて歩
ある

き出
だ

す動
どう

作
さ

もスムーズに
行
おこな

えます。

重
お も

い物
も の

もラクラク

身
み

につけることで力
ちから

を助
たす

けて
くれるパワードウェアは「着

き
る

ロボット」ともよばれます。
A
ア ト ウ ン
TOUN M

モ デ ル
ODEL Y

ワイ
+

プラス
k
コ テ
oteは

背
せ

中
なか

のフレームをできるだけ軽
かる

く小
ちい

さく、肩
かた

からのケーブルを
しなやかに作

つく
っています。着

き
て

いる人
ひと

は動
うご

きやすい上
うえ

に疲
つか

れに
くく、パワフルで快

かい
適
てき

な作
さ

業
ぎょう

を
助
たす

けます。

着
き

るロボット

+kote

着
ちゃく

用
よう

者
しゃ

の動
うご

きを
コンピューター
が判

はん
断
だん

パワフルなモーター

指
ゆび

先
さき

センサー

12
㎏ 10

㎏

同
おな

じ技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

い、工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

な
どでより重

おも
い物

もの
を扱

あつか
う大

おお
型
がた

パ
ワードスーツN

ニ オ
IOも開

かい
発
はつ

中
ちゅう

荷
に

物
もつ

を持
も

ったかどうかと、
どのぐらいの力

ちから
で持

も
ってい

るのかを感
かん

知
ち

します

将
しょう

来
らい

は重
じゅう

作
さ

業
ぎょう

用
よう

の
パワードスーツも登

とう
場
じょう

軽
けい

量
りょう

・小
こ

型
がた

化
か

設
せっ

計
けい

で
使
つ か

う人
ひ と

の体
からだ

に
やさしい

農
のう

場
じょう

（上
うえ

）や物
ぶつ

流
りゅう

センター（右
みぎ

上
うえ

）などで活
かつ

躍
やく

ケーブル

＋
プラス

k
コ テ
ote

A
ア ト ウ ン
TOUN M

モ デ ル
ODEL Y

ワイ

ケーブル

A
ア ト ウ ン
TOUN 

M
モ デ ル
ODEL Y

ワイ
の

モーター

12kg 

ベルト 

10kg

＋
プラス

k
コ テ
oteの

モーター

センサー技
ぎ

術
じゅつ

と
モーターの力

ちから
で

持
も

ち運
は こ

びを
アシスト
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